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播機構などの情報が豊富に含まれている事を意味する。この様な事実から、近年チベットグループによる空気
シャワー観測や、MILAGRO実験によるシグナス領域からのガンマ線の検出、HESS実験による銀河面での多くのTeV
ガンマ線点源の発見など、近年、この領域の拡散ガンマ線の研究の重要性が増している。 
銀河面からの高エネルギー拡散ガンマ線（～1012eV以上）は主として、10TeV以上の高エネルギーの電子と銀
河内赤外線及び宇宙背景放射によるIC散乱により生成されると考えられる。本論文ではこの事に着目し、高エ
ネルギー電子源の分布、銀河内の光子分布、電子源のスペクトルをもとに解析的・準解析的に拡散ガンマ線を
計算し、観測データとの比較を行なった。このような観点からの理論的研究はこれまで殆ど無く、また包括的
な解析的計算はこれまでに行なわれたことはない。 
本論文ではまた、解析的計算で得られた結果を、チベット実験を含む空気シャワー実験や空気チェレンコフ
光観測実験での結果と比較し、銀河電子のスペクトルおよび銀河系内での伝播について強い制限を与える結果
を得た。さらに、10TeVを越す高エネルギー領域では未同定の多くの超新星残骸からのガンマ線が拡散ガンマ線
のスペクトルに大きな寄与をすることを指摘し、また、これら超新星残骸からのガンマ線が銀河面上でまだら
模様の特異な分布を示すことを示唆した。 
以上の結果から、これまで殆ど理論的計算による裏付けがなかった高エネルギー拡散ガンマ線の研究分野に
おいて新しい知見をもたらす事が出来た。よって、本論文は博士（理学）の学位に値すると審査した。 
